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環
境
と
し
て
の
ジ
オ
ス（
地
球
）を
基
盤
と
す
る
文
化
現
象
を「
ジ
オ
カ
ル

チ
ャ
ー
」
と
名
づ
け
、複
数
の
方
法
論
に
よ
って
人
と
大
地
の
関
係
を
紐
解
い

て
い
く
こ
と
を
基
本
構
想
と
す
る「
ジ
オ
カ
ル
チ
ャ
ー
研
究
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」。

に
か
ほ
市
×
秋
田
公
立
美
術
大
学
協
働
プ
ロ
ジ
ェク
ト
と
し
て
2
0
2
1
年

に
リ
サ
ー
チ
を
開
始
し
て
以
来
、プ
ロ
ジ
ェク
ト
で
は
地
学
的
・
生
態
学
的
・

人
類
学
的
な
複
数
の
絡
ま
り
合
っ
た
事
象
や
文
化
、そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
混

種
的
な
複
数
性
の
共
存
状
況
に
対
し
、「
ジ
オ
カ
ル
チ
ャ
ー
」の
概
念
に
よって

迫
って
き
た
。
現
在
、異
な
る
専
門
性
を
持
つ
研
究
者
の
協
働
に
よって
、「
野

外
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
領
域
」「
伝
統
・
伝
承
領
域
」「
地
域
資
源
領
域
」の

3
つ
の
領
域
に
お
い
て
プ
ロ
ジェク
ト
が
進
行
中
で
あ
る
。

　
『
に
か
ほ
で
そ
と
ね
』を
タ
イ
ト
ル
に
新
し
い
野
外
活
動（
ア
ウ
ト
ド
ア
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
）の
創
出
を
試
み
る
映
像
作
家
／
研
究
者 

萩
原
健一（
秋
田

公
立
美
術
大
学
ビ
ジ
ュア
ル
ア
ー
ツ
専
攻
准
教
授
）は
、2
0
2
2
年
度
は

白
雪
川
上
流
部
で
の
滞
在
と
散
策
、
象
潟
漁
港
や
赤
石
浜
海
水
浴
場
、
金

浦
漁
港
な
ど
海
外
線
に
沿
っ
た
移
動
と
滞
在
、中
島
台
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
の

森
と
冬
師
湿
原
で
は
学
生
ら
と
共
に
あ
る
特
定
の
時
間
を
過
ご
し
た
。
活

発
で
精
力
的
な「
野
外
活
動
」が
印
象
づ
け
る
固
定
概
念
に
対
し
、美
術
大

学
生
の
発
想
を
抽
出
す
る
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
軸
の
活
動
可
能

性
を
探
っ
た
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
野
外
活
動
と
は
異
な
る
視
点
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
に
価
値
を
見
出
し
、
参
加
し
た
学
生
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間（
間
暇
）

の
提
案
と
実
践
を
お
こ
な
う
取
り
組
み
は
2
0
2
3
年
度
も
継
続
し
、鳥

海
山
登
山
等
を
映
像
等
に
よって
記
録
し
て
い
る
。

　

人
類
学
者 

石
倉
敏
明（
秋
田
公
立
美
術
大
学
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
専
攻
准

教
授
）が
取
り
組
む
の
は『
野
生
め
ぐ
り 

に
か
ほ
版
』で
あ
る
。「
野
生
め

ぐ
り
」
と
は
、フ
ラ
ン
ス
の
人
類
学
者
ク
ロ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
に
よ

る
神
話
的
思
考
の
研
究『
野
生
の
思
考
』を
踏
ま
え
、
近
代
的
な
科
学
技

術
の
知
に
よ
っ
て
飼
い
慣
ら
さ
れ
て
い
な
い
人
間
の
無
意
識
の
未
開
拓
な
領

域
を
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
人
類
学
者
に
よ
る
共
異
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に

よって
探
訪
す
る
新
た
な
研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
2
0
2
3
年
度
は
プ

ロ
ジェク
ト
の
核
と
な
る
写
真
家 

田
附
勝
氏
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
を
踏
ま

え
、
異
な
る
媒
体
を
扱
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
秋
田
公
立
美
術
大
学
の
修
士
・

博
士
課
程
の
学
生
を
加
え
、
継
続
し
て
鳥
海
山
麓
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

実
施
し
て
い
る
。
調
査
活
動
は
参
加
者
の
専
門
性
に
合
わ
せ
、歴
史
・
民
俗
・

芸
能
・
風
土
研
究
と
いっ
た
多
様
な
視
点
に
よ
って
拡
張
し
て
い
き
、観
察
や

対
話
、考
察
の
記
録
を
続
け
て
い
く
。

　

鳥
海
山
の
山
体
崩
壊
で
生
じ
た
岩
屑
な
だ
れ
に
よ
って
形
成
さ
れ
た「
流

れ
山
」
に
注
目
し
た
井
上
宗
則（
秋
田
公
立
美
術
大
学
景
観
デ
ザ
イ
ン

専
攻
准
教
授
）の『
流
れ
山
の
地
域
資
源
化
に
向
け
た
基
礎
的
研
究
』は
、

「
九
十
九
島
」
と
呼
ば
れ
る
観
光
名
所
と
な
って
い
る
象
潟
地
区
に
比
べ
、仁

賀
保
地
区
、
金
浦
地
区
で
は
流
れ
山
の
存
在
が
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジェク
ト
で
あ
る
。
2
0
2
2
年
度
は
現
地
調
査
・
分

析
に
加
え
、仁
賀
保
地
区（
平
沢
）に
て
ト
ー
ク
と
ま
ち
歩
き
の
イ
ベン
ト
を

開
催
し
た（《
手
長
足
長
》Vol.02

に
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
）。
2
0
2
3
年
度

は
2
0
2
2
年
度
同
様
現
地
調
査
と
イ
ベン
ト
を
お
こ
な
い
、流
れ
山
が
各

地
域
を
特
徴
づ
け
る
景
観
要
素
で
あ
り
、
新
た
な
地
域
資
源
で
あ
る
こ
と

を
提
示
す
る
。
ま
た
、石
倉
敏
明
の
論
考『「
共
異
体
」
と
し
て
の
ジ
オ
カ
ル

チ
ャ
ー
』（《
手
長
足
長
》Vol.02

に
掲
載
）を
受
け
、井
上
は
以
下
の
検
討
・

提
案
を
お
こ
な
って
い
る
。

　
ジ
オ
カ
ル
チ
ャ
ー
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
共
同
体
」を
更
新
す
る

「
共
異
体
」と
い
う
概
念
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。「
共
異
体
」は「
異
な
る

も
の
が
、異
な
っ
た
ま
ま
共
存
す
る
社
会
の
あ
り
方
」を
意
味
す
る
が
、社

会
学
者
の
若
林
幹
夫
は
、近
代
以
降
の
地
理
的
に
も
社
会
的
に
も
広
が
っ

た
、全
体
と
し
て
形
象
化
さ
れ
な
い
都
市
の
あ
り
方
を「
共
に
異
な
り
」、

「
共
に
移
動
す
る
」と
い
う
意
味
で「
共
異
体
＝
共
移
体
」と
表
現
し
た
※
。

若
林
に
よ
れ
ば
、共
異
体
＝
共
移
体
と
し
て
の
都
市
で
は
、近
代
以
前
の
都

市
に
内
在
し
て
い
た
他
者
性
・
異
和
性
が
、増
幅
さ
れ
た
形
で
現
れ
る
と

い
う
。こ
れ
は
、仁
賀
保
や
金
浦
の
集
落
の
特
殊
性
を
考
え
る
上
で
、示
唆

に
富
む
指
摘
で
あ
る
。に
か
ほ
市
に
お
け
る
多
数
の
流
れ
山
は
、土
地
利

用
が
さ
れ
る
ま
で
は
定
住
空
間
に
隣
接
す
る「
未
開
」の
土
地
で
あ
り
、人

為
的
に
つ
く
ら
れ
た
集
落
か
ら
見
れ
ば
、長
大
な
時
間
を
有
す
る
ジ
オ
ス

と
い
う「
他
者
」と
も
い
え
る
存
在
で
あ
る
。仁
賀
保
や
金
浦
の
集
落
は
、

こ
う
し
た
流
れ
山
と
い
う
他
者
性
・
異
和
性
を
そ
の
起
源
か
ら
多
分
に
内

包
し
た
状
態
で
形
成
さ
れ
て
き
た
。一
方
、土
地
利
用
の
面
か
ら
は
、流
れ

山
は
空
白
地
帯
で
あ
り
、神
社
や
寺
院
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
、近

代
以
前
の
共
同
体
の
形
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。結
果
、流

れ
山
は
異
和
と
調
和
と
い
う
両
義
的
な
存
在
と
し
て
立
ち
現
れ
て
く
る
。

ま
た
、近
代
以
降
も
公
民
館
や
学
校
と
い
っ
た
公
共
施
設
が
建
設
さ
れ
、

流
れ
山
は
近
代
化
を
受
け
止
め
る
緩
衝
帯
で
も
あ
っ
た
。こ
の
よ
う
に〈
近

代
〉と
い
う
区
切
り
を
超
越
す
る
流
れ
山
の
特
殊
性
は
、こ
れ
か
ら
の
集

落
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
研
究
対
象
で
あ
る
。

※
若
林
幹
夫「
都
市
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
」IN

AX

出
版,1999　
　
　
　
　
　
　
（
井
上
宗
則
）

　

流
れ
山
の
プ
ロ
ジェク
ト
で
は
、昨
年
度
試
行
的
に
作
成
し
た「
流
れ
山
カ
ー

ド
」な
ど
散
策
を
促
進
す
る
ツ
ー
ル
の
検
討
や
流
れ
山
を
活
用
し
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョン
の
可
能
性
、流
れ
山
の
利
活
用
を
考
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
・
実

施
。
加
え
て
、地
形
の「
保
存
概
念
」の
成
立
と
変
遷
を
考
察
し
、流
れ
山
を

地
域
資
源
と
し
て
位
置
づ
け
る
理
論
的
背
景
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

異
な
る
専
門
領
域
の

〈
あ
い
だ
〉で

「
共
異
体
」の

 

輪
郭
を

 

探
る
試
み
。

手長
足長と、



福
島
県

裏
磐
梯
の
流
れ
山

【
1
】裏
磐
梯
の
流
れ
山
の
概
要　

　

福
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
磐
梯
山（
標
高

1
8
1
6
m
）は
福
島
県
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
山
で
あ

る
。磐
梯
山
で
は
山
体
崩
壊
が
2
回
起
き
て
お
り
、1
回

目
は
約
5
万
年
前
に
磐
梯
山
の
南
側（
表
磐
梯
）で
発
生

し
た
。こ
の
山
体
崩
壊
に
よ
り
猪
苗
代
湖
が
生
ま
れ
た
と

い
う
説
も
あ
り
、猪
苗
代
湖
に
浮
か
ぶ
唯
一
の
島
で
あ
る

翁
島
は
流
れ
山
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。2
回
目
の
山
体
崩
壊

は
1
8
8
8
年
に
磐
梯
山
の
北
側（
裏
磐
梯
）で
発
生
し
、

多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。現
在
は
流
れ
山
地
形
と
と
も

に
形
成
さ
れ
た
多
く
の
湖
沼
群
か
ら
な
る
景
観
が
福
島

県
を
代
表
す
る
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

【
2
】地
形
の
保
存
・
活
用
に
関
す
る
動
向　

　
磐
梯
山
は
福
島
、山
形
、新
潟
の
3
県
に
ま
た
が
る「
磐

梯
朝
日
国
立
公
園
」と
し
て
1
9
5
0
年
に
指
定
を
受
け

た
。2
0
1
1
年
に
は
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て「
磐
梯

山
ジ
オ
パ
ー
ク
」が
認
定
さ
れ
た
が
、2
0
1
9
年
に
は

事
務
局
の
体
制
が
十
分
で
な
い
こ
と
を
理
由
に
条
件
付
き

再
認
定（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）と
な
っ
た
。そ
の
後
改
善
が

お
こ
な
わ
れ
、2
0
2
2
年
に
は
再
認
定（
グ
リ
ー
ン
カ
ー

ド
）と
な
っ
て
い
る
。再
認
定
の
際
に
、優
れ
て
い
る
点
の

ひ
と
つ
と
し
て
J
R
駅
や
道
の
駅
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
等
に
お
け
る
積
極
的
な
情
報
発
信
に
よ
る
ジ
オ
パ
ー

ク
の
可
視
化
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

【
3
】山
体
崩
壊
を
伝
え
る
展
示
施
設　

　
裏
磐
梯
に
は
山
体
崩
壊
を
伝
え
る
展
示
施
設
と
し
て

「
磐
梯
山
噴
火
記
念
館
」や「
磐
梯
山
3
D
ワ
ー
ル
ド
」

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。「
磐
梯
山
噴
火
記
念
館
」は
、磐
梯

山
の
噴
火
1
0
0
年
を
記
念
し
1
9
8
8
年
に
開
館
し

た
施
設
で
、磐
梯
山
の
噴
火
、地
形・地
質
、歴
史
の
ほ
か
、

国
内
外
の
火
山
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。「
磐
梯

山
3
D
ワ
ー
ル
ド
」で
は
、磐
梯
山
の
自
然
や
大
噴
火
の

様
子
を
高
さ
4.5ｍ
、長
さ
42ｍ
の
円
筒
形
ス
ク
リ
ー
ン
を
用

い
た
立
体
映
像
で
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。両
施
設
は

近
接
し
て
建
っ
て
お
り
、共
通
券
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。

【
4
】裏
磐
梯
の
流
れ
山
に
関
す
る
広
報　

　

磐
梯
山
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
10
エ
リ
ア
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。そ
の
ひ
と
つ「
裏
磐
梯
湖
沼
群
エ
リ
ア
」は
、ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
て
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
「
1
8
8
8（
明
治
21
）年
の
噴
火
に
よ
り
、小
磐
梯
が

北
側
に
崩
れ
て
川
を
せ
き
止
め
、
桧
原
湖
、
小
野
川
湖
、

秋
元
湖
、曽
原
湖
の
湖
や
、五
色
沼
を
代
表
と
す
る
沼
な

ど
、3
0
0
余
の
湖
沼
群
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

磐
梯
朝
日
国
立
公
園
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

こ
の
噴
火
に
よ
る
岩
な
だ
れ
は
、数
多
く
の
小
高
い
丘
を

作
り
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
流
れ
山
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、磐
梯
山
噴
火
記
念
館
の
3
D
ワ
ー
ル
ド
の
裏
の
露
頭

で
は
、そ
の
断
面
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」（
磐
梯

山
ジ
オ
パ
ー
ク
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
）

　
こ
の
解
説
文
か
ら
わ
か
る
通
り
、流
れ
山
が
ジ
オ
パ
ー

ク
を
構
成
す
る
重
要
な
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、流
れ
山
の
露
頭
に
つ
い
て
は
よ
り
詳
細
な
解
説
が
加

え
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、中
瀬
沼
の
展
望
台
に
設
置
さ
れ

て
い
る
案
内
板
で
は
、流
れ
山
の
く
ぼ
地
が
湖
沼
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
お
り
、流
れ
山
の

分
布
に
つ
い
て
も
湖
底
域
と
陸
域
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
図

示
し
て
い
る
。そ
の
他
、展
望
台
自
体
が
流
れ
山
の
ひ
と
つ

で
あ
る
こ
と
や
、展
望
台
への
ア
ク
セ
ス
路
で
あ
る
探
勝
路

で
は
流
れ
山
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。

長
崎
県

島
原
市
の
流
れ
山

【
1
】島
原
市
の
流
れ
山
の
概
要　

　

長
崎
県
島
原
市
の
西
に
そ
び
え
る
眉
山
は
、
七
面
山

（
標
高
8
1
8
・
7
m
）、
天
狗
山（
標
高
6
9
5
m
）、

南
峰（
標
高
7
0
8
m
）の
総
称
で
あ
る
。1
7
9
2
年

に
眉
山
の
東
側
で
発
生
し
た
山
体
崩
壊
は
、”島
原
大
変

肥
後
迷
惑
”と
も
呼
ば
れ
る
国
内
最
大
規
模
の
火
山
災
害

で
あ
る
。そ
の
時
に
有
明
海
に
流
れ
込
ん
だ
大
量
の
土
砂

が
つ
く
り
出
し
た
流
れ
山
群
は「
九
十
九
島（
つ
く
も
じ

ま
）」と
呼
ば
れ
、島
原
を
代
表
す
る
景
観
と
な
っ
て
い
る
。

【
2
】地
形
の
保
存
・
活
用
に
関
す
る
動
向　

　
眉
山
は
1
9
3
4
年
に「
雲
仙
国
立
公
園
」と
し
て
日

本
で
最
初
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
。た
だ
し
九
十
九

島
は
区
域
外
と
な
っ
て
お
り
、そ
の
理
由
と
し
て
、九
十
九

島
が「
雲
仙
の
山
と
は
風
景
上
の
連
絡
が
な
く
風
致
も
破

壊
さ
れ
て
」お
り
、「
優
れ
た
自
然
の
風
景
で
は
な
い
」こ
と

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
※
。す
な
わ
ち
、国
立
公
園
に
指
定

さ
れ
た
当
初
は
、流
れ
山
自
体
は
必
ず
し
も
景
観
上
重
要

な
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
で

き
る
。そ
の
後
、「
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」が
2
0
0
8

年
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
認
定
さ
れ
、2
0
0
9
年

に
は
日
本
初
と
な
る
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
への

加
盟
が
認
定
さ
れ
た
。

※
油
井
正
昭「
昭
和
初
期
の
国
立
公
園
指
定
に
お
け
る

内
務
省
の
区
域
設
定
と
国
立
公
園
委
員
会
の
審
議
に
関

す
る
論
考
」江
戸
川
大
学
国
立
公
園
研
究
所
年
次
報
告 

pp.15-47, 2020

【
3
】山
体
崩
壊
を
伝
え
る
展
示
施
設　

　
島
原
市
に
は
山
体
崩
壊
を
伝
え
る
展
示
施
設
と
し
て

「
が
ま
だ
す
ド
ー
ム（
雲
仙
岳
災
害
記
念
館
）」が
整
備

さ
れ
て
い
る
。
雲
仙
岳
の
噴
火
災
害
を
後
世
に
伝
え
る

こ
と
を
目
的
に
計
画
さ
れ
、2
0
0
2
年
に
オ
ー
プ
ン
、

2
0
1
8
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。島
原
半
島

ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会
や
島
原
半
島
観
光
連
盟
と
連
携
し
、

災
害
遺
構
の
活
用
に
取
り
組
む
中
核
施
設
と
し
て
も
機
能

し
て
い
る
。

【
4
】島
原
市
の
流
れ
山
に
関
す
る
広
報　

　
展
望
施
設
で
あ
る「
仁
田
団
地
第
一
公
園
」を
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
は
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
「
仁
田
団
地
第
一
公
園
の
展
望
所
か
ら
は
、山
側
に
眉

山
の
生
々
し
い
崩
壊
壁
が
観
察
出
来
る
ほ
か
、市
街
地
に

流
れ
下
っ
た
岩
屑
な
だ
れ
が
、
無
数
の「
流
れ
山
」を
形

成
し
て
い
る
様
子
が
一
望
の
下
に
観
察
出
来
ま
す
。ま
た
、

秩
父
が
浦
公
園
付
近
で
は
、海
食
に
よ
り
流
れ
山
の
内
部

が
よ
く
観
察
出
来
ま
す
」（
島
原
半
島
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
）

　

仁
田
団
地
第
一
公
園
の
展
望
所
は
、
流
れ
山
が
形
成

す
る
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
観
察
す
る
た
め
の
施
設
と
い
え

る
。設
置
さ
れ
て
い
る
案
内
板
に
も
、山
体
崩
壊
が
つ
く

り
出
す
地
形
的
特
徴
と
と
も
に
、流
れ
山
の
分
布
を
示
す

図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

鳥
海
山
、磐
梯
山

お
よ
び
眉
山
が
生
ん
だ

流
れ
山
を
比
較
・
考
察
す
る

【
1
】流
れ
山
の
現
地
調
査
に
も
と
づ
く
比
較

　
に
か
ほ
市
の
仁
賀
保
・
金
浦
・
象
潟
の
3
地
区
で
は
、

い
ず
れ
も
流
れ
山
周
辺
の
地
形
と
の
相
違
か
ら
、個
々
の

流
れ
山
を
容
易
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
う
ち
、

仁
賀
保
お
よ
び
金
浦
の
市
街
地
に
は
、多
数
の
流
れ
山
が

分
布
し
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
流
れ
山
は
神
社
、墓
地
、公

民
館
、公
園
、畑
、展
望
台
、避
難
所
な
ど
、日
常
生
活
と

密
接
に
結
び
つ
い
た
土
地
利
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
市
街
地
に
多
く
の
流
れ
山
が
点
在
す
る
と
い
う
点
で
、

島
原
市
は
に
か
ほ
市
と
類
似
し
て
い
る
。た
だ
し
、眉
山

と
市
街
地
が
近
接
し
て
い
る
た
め
、規
模
の
大
き
な
流
れ

山
が
眉
山
の
裾
野
に
あ
た
る
傾
斜
地
に
形
成
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
多
い
。こ
の
大
規
模
な
流
れ
山
は
、公
園
で
あ
っ

た
り
、ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
立
地
し
て
い
た
り
と
、様
々

な
形
で
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、現
地
を
訪
れ
て
み
る
と
、

こ
の
場
が
流
れ
山
な
の
か
、そ
の
他
の
地
形
の
起
伏
な
の

か
、視
覚
の
み
で
峻
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。海
に

近
づ
く
に
つ
れ
、に
か
ほ
市
と
同
様
に
流
れ
山
の
存
在
を

捉
え
や
す
く
は
な
る
が
、に
か
ほ
市
と
比
べ
て
そ
の
数
は

多
く
は
な
く
、密
度
も
低
い
印
象
を
受
け
た
。

　
ま
た
、裏
磐
梯
は
一
帯
が
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、樹

木
が
生
い
茂
っ
て
い
る
た
め
、に
か
ほ
市
と
比
較
し
個
々
の

流
れ
山
の
形
状
を
捉
え
る
の
は
難
し
い
。案
内
板
で
は
探

勝
路
に
お
い
て
流
れ
山
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
記

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、流
れ
山
の
位
置
を
示
す
資
料
が
手

元
に
な
け
れ
ば
、そ
の
存
在
を
見
過
ご
す
可
能
性
は
高
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。今
回
の
現
地
調
査
に
お
い
て
、流

れ
山
の
形
状
を
容
易
に
把
握
で
き
た
の
は
、諸
橋
近
代
美

術
館
の
駐
車
場
に
あ
る
流
れ
山
や
前
述
し
た「
流
れ
山
露

頭
」な
ど
に
限
ら
れ
た
。

　
以
上
か
ら
、に
か
ほ
市
の
流
れ
山
は
、市
街
地
に
個
別

に
把
握
可
能
な
状
態
で
密
集
し
て
分
布
す
る
と
い
う
極
め

て
ユ
ニ
ー
ク
な
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
と
い

え
る
。

【
2
】流
れ
山
地
形
の
形
成
時
期
か
ら
見
る

　
　

 

に
か
ほ
市
の
特
殊
性

　
流
れ
山
地
形
は
、
裏
磐
梯
に
あ
っ
て
は
1
8
8
8
年
、

島
原
市
に
あ
っ
て
は
1
7
9
2
年
の
山
体
崩
壊
に
よ
り

発
生
し
て
お
り
、い
ず
れ
も
1
0
0
年
以
上
の
歴
史
を

有
し
て
い
る
。こ
れ
ら
山
体
崩
壊
は
記
録
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、流
れ
山
が
災
害
と
結
び
つ
け
ら
れ

て
説
明
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。こ
の
こ
と
は
、山
体
崩
壊

を
伝
え
る
展
示
施
設
の
存
在
か
ら
も
う
か
が
え
、災
害
と

い
う
枠
組
み
に
よ
っ
て
多
数
の
流
れ
山
が
群
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、に
か
ほ
市
の
流
れ
山
地
形
は
、約
2
5
0
0
年

前
の
紀
元
前
4
6
6
年
の
鳥
海
山
の
山
体
崩
壊
に
よ
る

も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。有
史
以
前
か
ら
存
在
す
る
に
か

ほ
市
の
流
れ
山
は
、裏
磐
梯
や
島
原
市
と
比
べ
て
災
害
と

の
関
連
性
が
弱
め
ら
れ
群
と
し
て
捉
え
る
視
点
が
希
薄

と
な
り
、
相
対
的
に
個
々
の
特
性
が
強
調
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
部
分
的
な
例
外
が
象
潟
の

九
十
九
島
で
、こ
れ
は
か
つ
て
存
在
し
た
潟
湖
が
、そ
こ

に
形
成
さ
れ
て
い
る
流
れ
山
群
を
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
と

し
て
認
識
さ
せ
、そ
の
捉
え
方
が
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て

い
る
。

火
山
活
動
や「
流
れ
山
」の

ユ
ニ
ー
ク
さ
を
伝
え
る

施
設
の
必
要
性

【
3
】地
形
の
保
存
・
活
用
に
関
す
る
動
向

　
島
原
半
島
は「
島
原
半
島
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」

と
し
て
日
本
お
よ
び
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

さ
れ
て
お
り
、磐
梯
山
お
よ
び
鳥
海
山
は
そ
れ
ぞ
れ「
磐

梯
山
ジ
オ
パ
ー
ク
」、「
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」と
し

て
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。流
れ
山
に
つ
い

て
は
い
ず
れ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
で
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、磐
梯

山
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
前
述
の
と
お
り
、流
れ
山
地
形
が
重

要
な
ジ
オ
サ
イ
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。島
原

半
島
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、流
れ
山
地
形
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
る
仁
田
団
地
第
一
公
園
の
展
望
所
を

「
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」と
し
て
、流
れ
山
の
内
部
を
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
る
秩
父
が
浦
公
園
を「
大
地
の
み
ど
こ
ろ
」

と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。。

　

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
ま
ず
象
潟
の

九
十
九
島
が
見
ど
こ
ろ
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、流
れ
山
地
形
に
関
し
て
は
、「
高
森
眺
望
台
」の
説
明

に
お
い
て「
平
野
の
な
か
に
点
在
す
る
大
小
の
丘
は
、紀
元

前
4
6
6
年（
約
2
5
0
0
年
前
）に
鳥
海
山
の
山
体
崩

壊
に
よ
る
巨
大
な
岩
な
だ
れ
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
土
砂
が

つ
く
っ
た『
流
れ
山
』」で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。そ
の

他
、内
陸
部
に
お
い
て
は
、「
冬
師
湿
原
」が
流
れ
山
と
そ

の
間
の
く
ぼ
地
に
あ
る
溜
め
池
や
湿
原
か
ら
な
る
ジ
オ
サ

イ
ト
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、い
ず
れ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
に
お
い
て
も
流
れ

山
は
、そ
の
場
所
を
特
徴
づ
け
る
存
在
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
。し
か
し
、に
か
ほ
市
に
は
裏
磐
梯
や
島
原
市
の

よ
う
な
展
示
施
設
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。象
潟
郷
土
資

料
館
で
は
鳥
海
山
の
山
体
崩
壊
を
含
め
、主
に
象
潟
の
歴

史
や
文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
、か
つ
て
の
九
十
九
島
の

様
子
を
伝
え
る
屏
風
絵
や
模
型
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、火
山
活
動
に
特
化
し
た
施
設
を
有
し
て
い
る

と
い
う
点
に
お
い
て
、裏
磐
梯
や
島
原
市
は
、に
か
ほ
市

よ
り
も
地
形
に
関
す
る
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
る
と

い
え
る
。に
か
ほ
市
の
流
れ
山
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
考
え
れ

ば
、「
流
れ
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」の
よ
う
な
施
設
の
整
備
を

期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。し
か
し
、両
地
域
の
施
設

の
運
営
状
況
か
ら
、建
築
物
を
適
切
に
維
持
管
理
し
て
い

く
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
こ
と
も
う
か
が
え
る
。「
磐
梯

山
噴
火
記
念
館
」お
よ
び「
磐
梯
山
3
D
ワ
ー
ル
ド
」で

は
、老
朽
化
や
機
能
の
陳
腐
化
の
進
行
は
明
ら
か
で
あ
っ

た
。「
が
ま
だ
す
ド
ー
ム
」に
お
い
て
も
、開
館
時
は
年
間

入
館
者
数
が
38
万
人
で
あ
っ
た
が
、2
0
1
4
年
度
以
降

は
10
万
人
を
下
回
る
状
況
と
な
っ
た
た
め
、2
0
1
8
年

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
し
て
い
る
。

　
以
上
よ
り
、に
か
ほ
市
に
お
い
て
流
れ
山
地
形
に
特
化

し
た
展
示
を
お
こ
な
っ
て
い
く
場
合
は
、他
事
例
を
参
考

に
し
つ
つ
、従
来
の
よ
う
な
建
物
の
整
備
だ
け
で
な
く
、地

域
の
実
情
に
応
じ
た
新
し
い
展
示
手
法
の
開
発
が
必
要
に

な
る
で
あ
ろ
う
。

地理院地図（電子国土Web）を用いて作成

流
れ
山
の

比
較
・
考
察

鳥
海
山
、磐
梯
山

お
よ
び
眉
山
が
生
ん
だ

　
『
流
れ
山
の
地
域
資
源
化
に
向
け
た
基
礎
的
研
究
』は
、に
か
ほ
市
を
特
徴
づ
け
る
新
た
な
地
域
資
源
と
し
て「
流
れ
山
」を

位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
井
上
宗
則（
秋
田
公
立
美
術
大
学
景
観
デ
ザ
イ
ン
専
攻
准
教
授
）を
代
表
と
す
る
プ
ロ
ジェ
ク
ト
で
あ

る
。観
光
名
所
で
あ
る
象
潟
の「
九
十
九
島（
く
じ
ゅ
う
く
し
ま
）」は
鳥
海
山
の
山
体
崩
壊「
象
潟
岩
屑
な
だ
れ
」に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
流
れ
山
の
一
部
で
あ
る
が
、象
潟
以
北
の
仁
賀
保
や
金
浦
に
は
よ
り
多
数
の
流
れ
山
が
分
布
し
て
い
る
。『
仁
賀
保
町

史
』（
1
9
7
2
）に
お
い
て
既
に
、仁
賀
保
の
流
れ
山
は
象
潟
と「
内
在
す
る
美
的
要
素
」は
同
等
で
あ
り
、「
観
光
資
源
と
し

て
有
効
な
開
発
の
日
が
待
た
れ
る
」と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、こ
の
記
述
は
象
潟
以
外
の
流
れ
山
への
関
心
の
低
さ
か
ら
く
る
も

の
と
い
え
、現
在
も
そ
の
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。そ
こ
で
同
プ
ロ
ジェ
ク
ト
で
は
、こ
れ
ま
で
十
分

に
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
仁
賀
保
や
金
浦
の
流
れ
山
を
主
な
対
象
と
し
て
、そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
に
か
ほ
市
の
代
表
的
な
観
光
資
源
で
あ
る
象
潟
の
流
れ
山
群
は
、も
と
も
と
海
に
浮
か
ぶ
小
島
と
い
う
鑑
賞
物
と
し
て
の
性

格
が
強
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。一
方
、仁
賀
保（
平
沢
）か
ら
金
浦
に
至
る
沿
岸
部
に
お
け
る
流
れ
山
は
市
街
地
に
近
接
し
、

土
地
利
用
が
図
ら
れ
、人
々
の
生
活
と
密
接
に
関
わ
っ
て
き
た
。そ
の
た
め
、流
れ
山
群
の
分
析
は
地
形
的
な
特
異
点
を
示
す

だ
け
で
な
く
、そ
の
土
地
の
生
活
環
境
の
形
成
に
必
然
的
に
言
及
す
る
こ
と
に
な
る
。よ
っ
て
、同
プ
ロ
ジェ
ク
ト
の
成
果
は
、

今
後
の
地
域
の
あ
り
方
を
考
え
る
た
め
の
基
盤
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。ま
た
、流
れ
山
への
関
心
を
高
め
、流
れ
山
を

利
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。

　
利
活
用
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、持
続
可
能
な
活
動
への
展
開
を
考
慮
す
る
と
、ま
ず
は
現
在
の
状
況
に
極
力
手
を
加
え
ず

に
流
れ
山
の
魅
力
を
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。そ
こ
で
井
上
は
、に
か
ほ
市
の
流
れ
山
の
特
徴
を
知
る
た
め
に
、

流
れ
山
が
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
る
福
島
県
裏
磐
梯
お
よ
び
長
崎
県
島
原
市
に
お
い
て
現
地
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

裏磐梯の流れ山

にかほ市沿岸部の流れ山

島原市の流れ山

　
日
本
を
代
表
す
る
流
れ
山
地
形
を
有
す
る
裏
磐
梯
・

島
原
市
の
両
地
域
と
に
か
ほ
市
と
の
比
較
を
通
し
て
、以

下
の
事
項
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。ま
ず
、に
か
ほ
市
の
流
れ

山
地
形
は
、他
の
2
地
域
と
誕
生
時
期
が
大
き
く
異
な

り
、有
史
以
前
か
ら
続
く
長
い
歴
史
を
有
し
て
い
る
こ
と

が
特
徴
で
あ
る
。に
か
ほ
市
に
お
い
て
流
れ
山
は
、そ
の
存

在
を
前
提
と
し
て
集
落
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
た
め
、地
域

の
ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
ー
の
形
成
に
よ
り
深
く
関
わ
る
地
形

的
要
素
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。ま
た
、仁
賀
保
や

金
浦
で
は
流
れ
山
を
視
覚
的
に
も
、認
識
の
枠
組
み
に
お

い
て
も
個
別
に
捉
え
る
傾
向
が
強
く
、日
常
生
活
と
様
々

な
形
で
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
特
性
が
他
の

2
地
域
と
は
異
な
る
特
徴
的
な
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
生
み

出
し
た
要
因
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、地
形
の
保
存
・
活
用
と
い
う
観
点
で
は
、3
地
域

と
も
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、流
れ
山
は

ジ
オ
サ
イ
ト
等
と
し
て
何
ら
か
の
形
で
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
た
。一
方
で
、火
山
活
動
に
特
化
し
た
展
示
施
設
が
整

備
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、裏
磐
梯
お
よ
び
島
原
市
の

流
れ
山
を
伝
え
る
こ
と
に
対
す
る
よ
り
積
極
的
な
姿
勢

が
読
み
取
れ
た
。に
か
ほ
市
の
流
れ
山
が
、裏
磐
梯
や
島

原
市
と
は
異
な
る
ユ
ニ
ー
ク
な
歴
史
や
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

を
構
築
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、今
後
流
れ
山
へ

の
関
心
を
高
め
、流
れ
山
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
と

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
秋
田
公
立
美
術
大
学　
井
上
宗
則
）

有
史
以
前
か
ら
の
歴
史
と
、

地
域
の
ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
ー
に

関
わ
る
存
在
と
し
て



小
路
の
現
在
と
過
去
を
め
ぐ
る

　

野
内
氏
の
話
は
、
新
潟
の
地
形
と
歴
史
の
話
へ
。
新
潟
は
常
に
砂

と
戦
って
き
た
土
地
だ
と
い
い
ま
す
。

　
「
地
形
目
線
で
見
て
み
る
と
、
面
白
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
河
川
と
土
砂
に
影
響
を
受
け
て
き
た
新
潟
市
で
は
、カ
ー
ブ
す

る
信
濃
川
の
流
れ
に
合
わ
せ
た
ま
ち
が
つ
く
ら
れ
、
通
り
も
川
の
流

れ
に
沿
う
よ
う
に
曲
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
小
路
は
、
川
に
直
行

す
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
」

　

そ
ん
な
新
潟
市
で
野
内
氏
が
取
り
組
ん
だ
の
が
案
内
板
で
し
た
。

「
い
ま
も
残
る
小
路
や
、
砂
防
林
と
し
て
の
松
林
の
存
在
が
新
潟
の

歴
史
を
伝
え
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
何
も
し
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い

と
思
っ
た
ん
で
す
。
民
間
で
何
か
で
き
な
い
か
な
と
」
と
野
内
氏
。

　

2
0
0
2
年
に
小
路
の
名
称
と
歴
史
を
記
し
た
案
内
板
を
自

分
で
作
り
、
許
可
を
も
ら
っ
て
貼
る
よ
う
に
。
あ
る
時
、
写
真
家
の

岩
合
光
昭
氏
に「
新
潟
の
路
地
は
雰
囲
気
が
あ
って
、ス
ペ
イ
ン
の
ア

ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
の
路
地
に
入
り
込
ん
だ
よ
う
だ
」
と
評
さ
れ
た
こ

と
か
ら
路
地
に
目
を
向
け
て
歩
く
よ
う
に
な
り
、
小
学
生
も
楽
し

め
る
よ
う
に
絵
を
描
き
入
れ
た
案
内
板
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
ま

し
た
。
小
路
の
現
在
の
風
景
か
ら
ま
ち
を
紹
介
し
、
そ
の
背
後
に

あ
る
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
、こ
れ
ま
で
と
は
逆
の
方
向
で

ま
ち
を
紹
介
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
小
路
の
風
景
と
、

そ
の
先
に
あ
る
歴
史
を
め
ぐ
る
」
と
い
う
視
点
は
注
目
さ
れ
、
行
政

の
手
で
案
内
板
が
す
べ
て
立
つ
こ
と
に
。
さ
ら
に
現
在
の
魅
力
を
発

信
し
た
い
と
、
小
路
に
あ
る
魅
力
的
な
風
景
の
絵
や
小
路
め
ぐ
り
の

地
図
を
リ
ン
ク
さ
せ
、
7
年
間
で
6
つ
の
地
図
が
で
き
あ
が
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
作
っ
た
だ
け
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、ど
ん
ど
ん
活

用
し
よ
う
と
地
図
を
使
い
な
が
ら
案
内
を
始
め
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
ス

タ
ン
プ
帳
や
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
作
っ
た
り
、
全
国
路
地
サ
ミ
ッ
ト
を

誘
致
し
た
り
と
い
う
展
開
に
発
展
し
ま
し
た
。

　
「
歴
史
先
行
で
は
な
く
、
風
景
の
魅
力
か
ら
ま
ち
の
歴
史
へ

と
感
心
を
導
く『
新
潟
の
町
・
小
路
め
ぐ
り
』の
取
り
組
み
は

2
0
1
3
年
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
ち
の
い
ま

の
魅
力
を
み
ん
な
が
認
識
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
が
嬉
し
い
。

小
さ
な
こ
と
で
も
ま
ず
や
って
み
て
、マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ
う
に
進

化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
」

　

野
内
氏
は
2
0
1
4
年
、日
和
山（
12
・
3
m
）の
中
腹
に
カ
フェ

を
建
て
ま
す
。
そ
こ
は
、海
岸
に
大
き
な
砂
丘
が
で
き
て
海
が
見
渡

せ
な
く
な
り
、
ま
ち
の
変
化
に
よ
っ
て
忘
れ
ら
れ
、
誰
も
登
ら
な
く

な
っ
た
日
和
山
の
隣
地
が
売
地
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
購
入
し
た
土
地
。

野
内
氏
が「
日
和
山
登
山
の
し
お
り
」
を
作
り
、
登
って
く
れ
る
人

が
増
え
、人
が
集
ま
って
き
た
こ
と
で
日
和
山
が
新
潟
独
自
の
地
形

を
堪
能
で
き
る
場
所
へ
と
新
潟
市
に
よ
り
整
備
再
生
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
小
学
校
5
年
生
の
理
科
の
教
科
書（
学
校
図
書
）に「
天

候
を
見
る
場
所
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
り
、小
学
生
が
ス
ケ
ッ
チ
を

し
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
自
分
の
ま
ち
を
知
る
こ
と
、

楽
し
む
こ
と
。
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
発
信
す
る
こ
と
で
広
が
り
、つ
な

が
る
こ
と
を
大
事
に
し
た
い
な
と
思
って
い
ま
す
」

金
浦
の
流
れ
山
の
作
り
方
は
？

　

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
の
大
野
希
一氏
に
よ
る

レ
ク
チ
ャ
ー
は
、
昨
年
の「
流
れ
山
の
作
り
方
・
流
し
方
」
に
続
く

金
浦
バ
ー
ジ
ョン
で
す
。
大
野
氏
に
よ
れ
ば
、「
流
れ
山
を
つ
く
る
に

は
①
た
く
さ
ん
噴
火
さ
せ
て
土
砂
を
積
み
上
げ
、
火
山
を
つ
く
る
。

②
火
山
に
地
下
水
を
染
み
込
ま
せ
、マ
グ
マ
で
温
め
る（
火
加
減
は

お
好
み
で
）。
③
強
い
地
震
で
火
山
を
揺
さ
ぶ
る
か
地
下
か
ら
新
し

いマ
グ
マ
を
突
っ
込
ん
で
火
力
を
上
げ
、
水
蒸
気
を
噴
出
さ
せ
る
。
の

3
段
階
。
そ
し
て
火
山
を
一気
に
崩
し
、遊
園
地
の
遊
具『
コ
ー
ヒ
ー

カ
ッ
プ
』の
よ
う
に
、
滑
る
よ
う
に
高
速
で
移
動
さ
せ
れ
ば
岩
屑
な

だ
れ
が
起
こ
る
。
金
浦
の
流
れ
山
は
速
す
ぎ
る
岩
屑
な
だ
れ
に
付
い

て
い
け
な
か
っ
た
残
り
も
の
。
岩
屑
な
だ
れ
が
海
に
突
っ
込
み
、
埋
め

立
て
た
結
果
で
き
た
場
所
に
現
在
の
ま
ち
が
あ
る
」
と
い
い
ま
す
。

大
野
氏
は
昔
の
絵
図
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、「
な
が
れ
散
歩
」

で
め
ぐ
る
ポ
イ
ン
ト
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
ま
し
た
。

現
在
と
過
去
の
海
岸
線
を
歩
く

　

ま
ち
あ
る
き
の
案
内
人
は
、鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
ガ

イ
ド
で
あ
る
齊
藤
淨
氏
と
工
藤
純
氏
で
す
。み
ぞ
れ
混
じ
り
の
天
候

の
た
め
、当
初
予
定
し
て
い
た
3
時
間
の
コ
ー
ス
を
1
時
間
に
短
縮
。

象
潟
地
震
に
よ
って
約
1.3
m
隆
起
し
た
海
岸
線
の
位
置
を
伝
え
る

遺
構「
赤
石
様
」を
目
指
し
ま
し
た
。
公
民
館
の
あ
る「
さ
ん
ね
ん

山
」に
始
ま
り
、「
太
平
山
」や「
日
和
山
」を
眺
め
、旧
役
場
跡
地
の

「
潮
見
山
」の
頂
上
へ
。
そ
こ
か
ら「
甚
五
郎
山
」「
ぼ
つ
く
り
山
」を

眺
め
、冬
の
潮
風
が
吹
く
な
か
、金
浦
な
ら
で
は
の
流
れ
山
地
形
を

上
り
下
り
し
ま
し
た
。
路
地
の
曲
が
り
角
の
途
中
に
は
、海
と
の
境

を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
石
が
あ
り
、あ
る
ご
自
宅
裏
手
に「
赤
石

様
」の
姿
が
。
街
中
に
あ
る
何
気
な
い
小
さ
な
坂
道
は
、実
は
か
つ
て

の
海
岸
線
痕
跡
。
現
在
と
過
去
の
汀
線
を
歩
い
た
1
時
間
で
し
た
。

地
形
の
上
に
歴
史
は
生
ま
れ
る

　
いっ
ぽ 

に
ほ 

に
か
ほ「
な
が
れ
散
歩
」は
昨
年
か
ら
場
所
を
変
え
、

金
浦
地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
で
あ
る
金
浦
公
民
館
が
立
つ

場
所
も
、
流
れ
山
。
海
を
見
下
ろ
す
標
高
17
m
の
こ
こ「
さ
ん
ね
ん

山
」の
麓
に
は
法
寿
山
浄
蓮
寺
が
あ
り
、
頂
部
に
は
金
浦
公
民
館

と
体
育
館
が
建
っ
て
い
ま
す
。
新
潟
か
ら
車
で
海
沿
い
を
走
っ
て
き

た
野
内
氏
は
、
黒
地
に
新
潟
と
秋
田
の
地
図
を
印
刷
し
た
自
作
の

T
シ
ャ
ツ
姿
で
登
場
。「
金
浦
地
区
の
ボ
コ
ボ
コ
と
し
た
地
形
は
、マ

ニ
ア
か
ら
し
た
ら
堪
ら
な
い
魅
力
」
と
語
り
な
が
ら
、
新
潟
と
秋
田

の
地
形
の
こ
と
や
、
自
ら
が
実
践
し
た
事
例
を
中
心
に「
み
な
と
ま

ち
新
潟
・
進
化
す
る
日
和
山
物
語
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
「
自
分
の
住
む
町
を
知
る
→
楽
し
む
」こ
と
。
そ
の
楽
し
さ
を
発

信
し
、
自
分
た
ち
が
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
。
そ
う
す

れ
ば
世
界
が
広
が
る
こ
と
。「
皆
さ
ん
も
自
分
の
ま
ち
を
楽
し
ん
で

発
信
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
結
論
か
ら
話
し
始
め
た
野
内
氏
の

ベ
ー
ス
に
は
、「
地
形
」への
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　
「
ま
ず
は
地
形
が
あ
り
、
そ
の
上
に
人
が
住
み
、
歴
史
が
紡
が
れ

て
い
く
。
地
形
の
上
に
歴
史
は
生
ま
れ
る
の
だ
と
い
う
視
点
で
す
。

最
近
で
は
、自
分
が
住
ん
で
い
る
場
所
が
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
や
地
図
ア
プ

リ
で
手
軽
に
見
ら
れ
る
の
で
、
地
形
を
な
ぞ
る
よ
う
に
歩
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
す
る
と
そ
こ
に
は
必
ず
歴
史
が
紡
が
れ
て
い
る
の
が
分

か
り
ま
す
。
新
潟
市
に
は
新
潟
砂
丘
、に
か
ほ
市
に
は
流
れ
山
と
い

う
地
形
の
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
上
に
歴
史
が
あ
る
。
地
形
を
意
識

す
る
の
は
楽
し
い
し
、
大
事
だ
と
思
い
ま
す
」

同
じ
テ
ー
マ
で
各
地
と
つ
な
が
ろ
う

　

新
潟
と
秋
田
に
は
北
前
船
の
寄
港
地
と
い
う
共
通
項
が
あ
り
、文

化
庁
が
認
定
す
る「
日
本
遺
産
」に
なって
い
ま
す
。「
ス
ト
ー
リ
ー
で

地
域
を
魅
せ
る
」を
掲
げ
る
日
本
遺
産
は
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
物
語
を

発
信
し
て
い
ま
す
が
、新
潟
市
の
日
本
遺
産
パンフ
レッ
ト
は
実
は
野
内

氏
が
自
腹
で
作
成
し
た
も
の
と
の
こ
と
。「
今
の
と
こ
ろ
市
が
作
る
予

定
は
な
い
と
の
こ
と
だった
の
で
、ま
ず
は
自
分
で
作って
み
ま
し
た
。こ

う
い
う
広
報
物
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
、な
に
か
が

動
く
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
を
込
め
て
お
り
ま
す
」と
野
内
氏
。「
同
じ

テ
ー
マ
で
他
の
地
域
と
つ
な
が
れ
る
の
は
大
事
な
こ
と
で
す
。つ
な
が
る

こ
と
に
よって
、地
元
の
人
に
とって
当
た
り
前
の
風
景
に
他
か
ら
の
視

点
が
注
が
れ
ま
す
。地
形
マニア
の
私
か
ら
見
れ
ば
、に
か
ほ
の
地
形
は

非
常
に
面
白
く
て
興
奮
し
て
し
ま
う
ほ
ど
。
ま
た
、秋
田
に
は
方
角

石
が
た
く
さ
ん
あ
って
、マニア
に
は
堪
ら
な
い
ん
で
す
」。
例
え
ば
、野

内
氏
が
歴
史
や
地
形
の
楽
し
み
方
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
る
の
が
、大

正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
作
ら
れ
た
名
所
絵
葉
書
で
す
。同
じ
場
所
に

立って
絵
葉
書
に
あ
る
昔
と
現
在
を
見
比
べ
、金
浦
で
野
内
氏
は「
さ

ん
ね
ん
山
」「
潮
見
山
」「
太
平
山
」な
ど
を
め
ぐった
と
いい
ま
す
。

さんねん山、太平山、日和山、潮見山

「ながれ散歩」
金浦の地形を歩く

鳥海山の山体崩壊で生み出された無数の「流れ山」は、象潟地区だけでなく仁賀保・金浦地区にも数多く存在し

ています。秋田公立美術大学とにかほ市は、ユニークなランドスケープを形成している「流れ山」を楽しむイベント、

いっぽ にほ にかほ「ながれ散歩」を2023年度も企画しました。仁賀保をめぐった前回に続き、今回は金浦で開

催。路地連新潟代表の野内隆裕氏による講演のほか、鳥海山･飛島ジオパーク推進協議会の協力のもと大野希

一氏のレクチャーや認定ガイドによるまちあるきで金浦の地形を楽しみました。

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒金浦公民館 上町･片町 潮見山（旧役場跡地） 赤石様 港 浄蓮寺（公民館）

まちあるき
齊藤淨、工藤純｜鳥海山・飛島ジオパーク認定ガイド

シンポジウム
　　　　 「みなとまち新潟・進化する日和山物語」
野内隆裕｜路地連新潟代表、日和山五合目館長

基調講演

野内隆裕、大野希一、井上宗則（秋田公立美術大学）

　　　　　　　「流れ山の作り方・流し方 ver.金浦」
大野希一｜（一社）鳥海山･飛島ジオパーク推進協議会 事務局次長兼主任研究員

ショートレクチャー

ディスカッション

2023年11月25日（土） いっぽ にほ にかほ「ながれ散歩」 スケジュール

※荒天のため3時間コースを1時間に短縮して実施

協力：（一社）鳥海山・飛島ジオパーク推進協議会　　　　　　　　撮影：伊藤靖史　いっぽ にほ にかほ「ながれ散歩」運営：井上宗則、石田駿太、石戸凛、友杉悠葉、長谷川由美、山下暁羽、吉田美菜、和田瑞生
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か
な
か
ぶ
と
焼
畑
の
思
想
石
倉
敏
明
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鳥
海
山
麓 

野
生
め
ぐ
り 

］

　

火
は
、人
類
に
と
って
生
命
を
象
徴
す
る
根
源
的
な
エ
レ

メ
ン
ト
で
あ
り
、古
代
に
お
け
る「
文
明
の
証
」で
も
あ
っ
た
。

人
類
は
、火
を
焚
く
こ
と
に
よ
って
暖
を
取
り
、食
物
を
調

理
し
、外
敵
を
遠
ざ
け
、灯
り
と
温
も
り
を
手
に
入
れ
た
。

火
を
制
御
す
る
こ
と
は
、人
間
が
自
然
界
か
ら
の
恵
み
の
な

か
で
生
き
る
だ
け
で
な
く
、そ
れ
を
加
工
す
る
こ
と
で
、文

化
と
い
う
独
自
の
次
元
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
火
は
こ
の
よ
う
に
、
人
間
が
人
間
に
な
る
上
で
、
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
媒
体
だ
と
言
え
る
。

　

古
語
の
火（
ヒ
）は
、日
や
陽
に
通
じ
て
い
る
。
古
代
の
聖

者
や
呪
術
師
を
意
味
す
る「
ひ
じ
り
」は
、「
日（
暦
）を
知

る
も
の
」で
あ
る
と
同
時
に
、「
火（
超
越
性
）を
知
る
も
の
」

で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、そ
れ
は
太
陽

と
い
う
生
命
の
源
を
、地
上
に
分
け
持
つ
こ
と
を
許
さ
れ
た

人
間
の
尊
称
で
あ
っ
た
。
日
本
列
島
に一万
年
以
上
続
い
た

縄
文
時
代
に
は
、土
器
を
使
って
食
材
を
煮
る
こ
と
は
生
き

物
の
肉
や
組
織
を
や
わ
ら
か
く
変
化
さ
せ
て
酒
や
食
物
を

作
り
出
し
、
自
分
自
身
の
身
体
の
内
部
で
消
化
す
る
技
術

と
な
っ
た
。
そ
れ
は
縄
文
と
い
う
象
徴
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
持

つ
土
器
に
よ
って
、
人
類
が
生
物
進
化
の
歴
史
で
手
に
入
れ

た
胃
や
腸
の
消
化
機
能
を
拡
張
し
、
有
機
的
な
身
体
の
働

き
を
外
部
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

野
焼
き
／
焼
畑
／
料
理
の
火
は
、
人
間
に
と
っ
て
豊
か

な
恩
恵
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、
全
て
を
焼
き
尽
く
す
恐

ろ
し
い
力
の
象
徴
で
も
あ
る
の
だ
っ
た
。
火
は
、
生
命
を
も

た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
奪
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ

は
有
機
物
の
成
分
を
短
時
間
で
分
解
し
、
消
化
す
る
こ
と

を
助
け
る
。
ま
た
、
野
焼
き
に
よ
って
生
じ
る
灰
が
次
世
代

の
植
物
に
と
って
豊
か
な
栄
養
を
も
た
ら
す
こ
と
も
、
古
く

か
ら
観
察
さ
れ
て
き
た
。
火
は
、
生
か
ら
死
へ
、
死
か
ら
生

へ
と
転
換
す
る
生
命
の
循
環
を
象
徴
す
る
エ
レ
メ
ン
ト
だ
と

言
え
る
。

　

こ
う
し
た
両
義
性
を
持
つ
か
ら
こ
そ
、か
つ
て
は
出
産
に

際
し
た
妊
婦
が
別
火
を
焚
い
た
産
小
屋
で
子
ど
も
を
産
み
、

女
性
の
生
殖
を
司
る
性
の
器
官
は「
火
処（
ほ
と
）」
と
も

呼
ば
れ
た
の
だ
っ
た
。こ
の
想
像
力
は
、自
ら
の
死
を
超
え
て

火
の
神
カ
グ
ツ
チ
を
出
産
し
た
女
神
イ
ザ
ナ
ギ
の
神
話
を
思

い
起
こ
さ
せ
る
。
ま
た
、「
灰
を
ま
き
、
枯
れ
木
に
花
を
咲

か
せ
る
」と
い
う
花
咲
爺
の
伝
説
が
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
、

焼
畑
の
よ
う
な一見
破
壊
的
な
農
法
が
、実
は
自
然
環
境
を

丁
寧
に
制
御
し
、
害
虫
や
害
獣
を
遠
ざ
け
な
が
ら
そ
の
地

域
に
根
差
し
た
風
土
の
食
文
化
を
作
り
上
げ
て
き
た
こ
と

は
、周
知
の
通
り
で
あ
る
。
と
り
わ
け
山
間
地
に
生
き
る
人

び
と
に
と
って
、焼
畑
と
い
う
耕
作
法
は
小
規
模
な
耕
作
範

囲
で
生
と
死
を
媒
介
し
、
持
続
可
能
な
生
産
の
サ
イ
ク
ル

を
形
成
す
る
エコロ
ジ
カ
ル
な
技
術
で
も
あ
る
の
だ
っ
た
。

　

鳥
海
山
麓
に
継
承
さ
れ
て
い
る「
か
な
か
ぶ
」は
、「
火
菜

か
ぶ
」「
火
野
か
ぶ
」と
書
く
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、ま

さ
に
地
表
に
火
を
放
ち
、
野
を
焼
く
農
法
で
あ
る
。
実
際

の
焼
畑
と
播
種
を
観
察
し
て
み
る
と
、か
な
か
ぶ
の
焼
畑

は
、農
地
に
自
然
に
生
息
す
る
植
物
を
焼
く
こ
と
で
、の
ち

に
撒
く
種
の
た
め
の
、
有
効
な
土
壌
環
境
を
築
い
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
平
沢
地
区
で
は
、
夏
の
お
盆
前
に
生
い
茂
っ

た
藪
に
火
入
れ
を
行
い
、
畑
全
体
に
良
質
な
灰
を
広
げ
る

こ
と
で
、播
種
の
準
備
を
整
え
る
。
ま
だ
焼
畑
の
火
が
土
中

に
燻
っ
て
い
る
状
態
で
、
不
思
議
な
こ
と
に
多
く
の
蠅
が
集

ま
り
、活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
い
た
。

　

焼
畑
で
火
入
れ
を
行
う
こ
と
が
実
際
の
野
菜
の
風
味
や

栄
養
状
態
に
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
は
、ま
だ
わ
か
っ

て
い
な
い
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、こ
の
農
法
が
大
量
の
化
学

肥
料
や
農
薬
を
必
要
と
す
る
近
代
農
法
の
発
想
と
は
ま
っ

た
く
異
な
る
道
筋
で
、そ
の
土
地
に
根
差
し
た
光
合
成
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
循
環
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
生
活
技
術
や
郷
土
食
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
に
寄
与
し
て
き
た
こ
と
は
、特
筆
に
値
す
る
。

　

佐
藤
喜
作
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
焼
畑
は
ま
さ
に
農

の
原
点
で
あ
り
、人
類
生
存
の
源
な
の
で
あ
る
※
。
人
類
は

火
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
消
化
し
に
く
か
っ
た
肉
や
植
物
繊

維
を
柔
ら
か
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
野
焼
き
の
範
囲

を
厳
密
に
管
理
す
る
焼
畑
の
技
術
に
よ
って
、限
ら
れ
た
土

地
に
栽
培
植
物
の
豊
か
な
収
穫
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

世
界
中
の
諸
民
族
に
よ
って
神
聖
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
み
な
さ

れ
て
き
た
火
の
思
想
は
、何
よ
り
も
野
焼
き
や
焼
畑
に
よ
っ

て
具
体
的
な
生
活
の
次
元
に
現
実
化
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
平

沢
の
か
な
か
ぶ
は
、そ
う
し
た
人
類
史
的
な
視
点
か
ら
見
て

も
、
次
世
代
の
持
続
可
能
な
地
域
生
態
系
を
担
う
、
極
め

て
ユニ
ー
ク
な
栽
培
技
術
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

平
沢
の
か
な
か
ぶ

火
の
根
源
性
　

焼
畑
と
循
環
思
想

※佐藤喜作「かなかぶ（火菜かぶ・火野かぶ）」『雄波郷』第三号、にかほ市教育委員会・にかほ市郷土史研究会、2009年、29頁。

流れ山を広く知ってもらうために試行的に作成してい
る「流れ山カード」に、金浦地区の流れ山が加わりま
した！ 浄蓮寺や金浦公民館・金浦体育館がある「さ
んねん山」（標高17.1m）、沖の島をはじめ金浦の流
れ山が一望できる塩焚浜の「八幡様」（標高16.4m）、
旧役場の後ろにあり半鐘山とも呼ばれていた「潮見
山」（標高12m）、旧金浦小学校跡地である「日和山」

（標高 9.5m）など5 枚を、秋田公立美術大学の学
生6 人が中心となって制作しました。『流れ山の地域
資源化に向けた基礎的研究』では、散策を促進し、
流れ山を広く知ってもらうためのツールとしての「流
れ山カード」の可能性を引き続き検討していきます。
にかほの日常の風景に溶け込んだ流れ山のカード
を片手に、金浦のまちを散策してはいかがでしょう？ 

金
浦
地
区
の「
流
れ
山
」が
カ
ー
ド
に
!

縁側で横になって涼をとるように、
さまざまな環境下で、横になる。観察する。

「縁側で横になって涼をとる姿」や「戸外での昼寝」を指す夏の季語
である「外寝（そとね）」。環鳥海山麓のさまざまな環境下で天体／
地面／身体への観察を促す『にかほでそとね』は、観察することで
見えてくる体験を探求しています。2023 年度は前年度とは異なる季
節のなかで、参加メンバーを一新して白雪川上流部や鳥海山等で
活動中です。今年の記録映像の公開もお楽しみに！

撮影・編集：嶋津穂高

《Knolling in the fields 2022 Autumn》
中島台レクリエーションの森や象潟海岸で過ごした
2022 年度の記録をYouTubeで公開中！


